西が岡クラブ会則
（名　　称）
第　1　条　本会は、西が岡クラブ（以下本会という）という。
（連絡場所）
第　2　条　本会の連絡場所は、会長の自宅に置く。
（会　　員）
第　3　条　本会の会員は、西が岡１丁目・２丁目・３丁目の各自治会に所属する概ね60歳以上
　　の者で、本会の会則に賛同する者をもって組織する。（名誉会員）
第　4　条　前条の会員で、90歳以上の者、および幹事会が功労者と認めた者は、名誉会員とする。
（目　　的）
第　5　条　本会は、会員相互の親睦、交流を育むと共に、地域における高齢者活動に参加し、生きがいおよび福祉の向上をはかることを目的とする。
（事　　業）
第　6　条　本会は、前条の目的を達成するためにつぎの事業を行う。
　( 1 )　講演会、懇談会、茶話会および作品展などの開催
　( 2 )　旅行、ハイキング、観劇および施設の見学会などの実施
　( 3 )　西が岡第一自治会・第二自治会・第三自治会の各自治会との交流を促進し、でき
　　　　うる範疇における連携協力をはかる。
　( 4 )　横浜市老連、泉区シ連、中川地区シ連が行う諸活動への参加と連携強化をはかる。
　( 5 )　その他目的達成に必要な事項
（機関の種類）
第　7　条　本会は、つぎの機関をおく。
　( 1 )　総　　　会
　( 2 )　幹　事　会
　( 3 )　役員推薦委員会
（専門委員会）
第　8　条　幹事会は、その任務達成上、諮問機関として専門委員会を設置することができる。
（総　　会）
第　9　条　総会は、年1回原則として4月に開催する。
（総会の付議事項）
第10条　総会は、つぎのことを審議決定する。
　( 1 )　会則の改廃
　( 2 )　事業報告および事業計画
　( 3 )　予算および決算
　( 4 )　役員の選任および解任
　( 5 )　その他重要事項
（総会の成立）
第11条　総会は、会員数の過半数の出席（委任状を含む）で成立する。
（総会の議決）
第12条　総会議事は、出席会員（委任状を含む）の過半数以上の同意をもって決定する。
2　可否同数の場合は議長が決定する。
（幹　事　会）
第13条　幹事会は、会長、副会長、会計、幹事で構成し、原則として毎月1回会長が招集し、
　つぎのことを行う。
　( 1 )　総会が議決した事項の執行
　( 2 )　総会に提出する事業計画、予算、その他の議案の作成
　( 3 )　その他重要事項
（役　　員）
第14条　本会につぎの役員をおく。
　( 1 )　会　　長　　1名
　( 2 )　副 会 長　　若干名
　( 3 )　会　　計　　1名
　( 4 )　幹　　事　　若干名
　( 5 )　会計監査　　2名
（役員の任務）
第15条　会長は、本会を代表し会務を統括する。
　　　　2　副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその業務を代行する。
　　　　3　会計は、会計業務のほか、資産を管理するとともに、他の業務を分担する。
4　幹事は、担当ブロックの会員との連絡、世話活動を行うとともに、他の業務を分担する。
　　　　5　会計監査は、会計処理を監査する。
（役員の選出）
第16条　役員は、会員中より、総会において選出する。
　　　　2　役員の選出については、別に定める役員推薦委員会規定による。
（役員の任期）
第17条　役員の任期は、総会から翌年の総会までの1年とし、再選を妨げない。
　　　　2　任期中における役員の辞任に伴う欠員補充は、幹事会で選出する。
　　　　3　補充役員の任期は、前任者の残存期間とする。
（経　　費）
第18条　本会の経費は、会費、寄付金およびその他の収入によってまかなう。
（会　　費）
第19条　本会の会費はつぎのとおり。
　( 1 )　1世帯あたり会員1名の場合は年額1,500円とする。
　　　　但し、途中入会者の場合は月額120円とする。
　( 2 )　1世帯あたり会員2名の場合は年額2,000円とする。
　　　　但し、途中入会者の場合は月額160円とする。
　( 3 )　名誉会員は、会費を免除する。
（会費の徴収）
第20条　会費は、年1回幹事が、担当ブロックの会員宅を戸別に訪問し徴収する。
　　　　2　途中入会者の会費は、入会月の翌月分から徴収する。
　　　　3　途中退会者の会費は、退会月以降の前納分は返金しない。
（会計年度）
第21条　本会の会計年度は、毎年4月1日から翌年3月31日までとする。
（年次決算）
第22条　本会は、会計年度ごとに、決算報告書を作成し、会計監査人の証明書を付して、総会に
　 報告し、その承認を得なければならない。
（保存期間）
第23条　会計帳簿、証ひょう書類および決算報告書の保存期間は、5年間とする。
（諸規定の制定）
第24条　この会則を実施するために必要な規定、細則および内規の制定、改廃は幹事会で行う。
（実施期日）
第25条　この会則は、平成5年4月1日から実施する。
　　　　（平成16年5月6日）一部改正
　　　　（平成17年4月28日）主な改正（名称・規約を会則・役員任期）
　　　　（平成25年4月25日）主な改正（会費・会費の徴収）
役員推薦委員会規定
（根　　拠）
第　1　条　この規定は、本会の会則第24条にもとづいて定める。
（役員推薦委員会の設置）
第　2　条　役員推薦委員会は、役員任期満了の3か月前に発足する。
（構　　成）
第　3　条　役員推薦委員会は、幹事会と会員代表者若干名によって構成し、必要に応じ会長が招集する。
　　　　2　会員代表者は、幹事会で選任する。
（任　　務）
第　4　条　会長、副会長、会計、幹事、会計監査の各候補を会員のなかから推薦する。
（役員推薦委員会の解散）
第　5　条　役員推薦委員会は、総会において役員選出が決定した後に解散する。
（実施期日）
第　6　条　この規定は、平成17年4月28日から実施する。

慶弔・見舞内規
第　1　条　この内規は、本会の会則第24条にもとづいて定める。
第　2　条　会員が、つぎの弔事にあったときは、弔慰金を支給する。
　( 1 )　会員が死亡したとき　5,000円
　( 2 )　会員の配偶者が死亡したとき　3,000円
第　3　条　1世帯あたり会員が、1年間、本会の諸行事に全て参加できなかったときは、総会の
　　　　あとの5月に見舞品（1,000円程度）を支給する。
第　4　条　会員（名誉会員を含む）がつぎの長寿に達するとき、毎年9月の茶話会で賞状と記念
　　　　品等を贈呈しお祝いする。記念品等はつぎの金額を目安にする。
　( 1 )　卒寿（90才）、百寿（100才）のとき　　3,000円
　　　　但し、西が岡クラブ入会1年を経過した会員を対象とする。
第　5　条　この内規は、平成17年4月28日から実施する。
　　　　（平成29年4月18日）主な改正（名称変更：第4条追加）

行事参加費補助内規
第　1　条　この内規は、本会の会則第24条にもとづいて定める。
第　2　条　会員が、本会ならびに地区老連が主催する行事（バス旅行など）に参加したとき、つぎのとおり参加費の一部として補助金を支給する。
　( 1 )　1人4,000円以上の参加費の場合　500円
　( 2 )　1人6,000円以上の参加費の場合　1,000円
第　3　条　この内規は、平成17年4月28日から実施する。
